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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 【 従 来 の 技 術 】
　 自 動 車 用 あ る い は 産 業 機 械 用 の 変 速 機 と し て 、 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う な ト ロ イ ダ ル 型
無 段 変 速 機 が 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。
　 こ の ト ロ イ ダ ル 型 無 段 変 速 機 は 、 い わ ゆ る ダ ブ ル キ ャ ビ テ ィ 型 の 高 ト ル ク 用 ト ロ イ ダ ル
型 無 段 変 速 機 で あ り 、 入 力 軸 １ の 外 周 部 に 、 入 力 側 デ ィ ス ク ２ 、 ２ と 出 力 側 デ ィ ス ク ３ 、
３ と が 設 け ら れ て い る 。 入 力 軸 １ の 中 間 部 周 囲 に は 出 力 歯 車 ４ が 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ
の 出 力 歯 車 ４ の 中 心 部 に 設 け ら れ た 円 筒 状 の 両 端 部 ４ ａ 、 ４ ａ に は 、 出 力 側 デ ィ ス ク ３ 、
３ が ス プ ラ イ ン 係 合 さ れ て い る 。 出 力 側 デ ィ ス ク ３ 、 ３ は 、 入 力 軸 １ と の 間 に 介 在 さ れ た
ニ ー ド ル 軸 受 ５ 、 ５ に よ っ て 、 入 力 軸 １ の 軸 線 Ｏ を 中 心 と し て 回 転 自 在 に 支 持 さ れ て い る
。 ま た 、 入 力 側 デ ィ ス ク ２ 、 ２ は 、 入 力 軸 １ と 共 に 回 転 す る よ う に 、 か つ 入 力 軸 １ の 軸 線
方 向 に 変 位 で き る よ う に 、 入 力 軸 １ の 両 端 部 に ボ ー ル ス プ ラ イ ン ６ 、 ６ を 介 し て 支 持 さ れ
て い る 。 図 ５ 中 左 方 の 入 力 側 デ ィ ス ク ２ と カ ム 板 ７ と の 間 に 備 え ら れ た 皿 ば ね ８ と 、 図 ５
中 右 側 の 入 力 側 デ ィ ス ク ２ と ロ ー デ ィ ン グ ナ ッ ト ９ と の 間 に 備 え ら れ た 皿 ば ね １ ０ は 、 各
デ ィ ス ク ２ 、 ２ 、 ３ 、 ３ の 凹 面 ２ ａ 、 ２ ａ 、 ３ ａ 、 ３ ａ と パ ワ ー ロ ー ラ １ １ 、 １ １ （ 図 ６
参 照 ） の 周 面 １ １ ａ 、 １ １ ａ と の 当 接 部 に を 付 与 す る 。 ま た 、 図 ５ 中 左 方 の 入 力 側 デ
ィ ス ク ２ と カ ム 板 ７ と の 間 に は 、 ロ ー デ ィ ン グ カ ム 式 の 押 圧 装 置 １ ２ が 備 え ら れ て い る 。
出 力 歯 車 ４ は 、 ２ つ の 部 材 の 結 合 に よ っ て 構 成 さ れ た 仕 切 壁 １ ３ を 介 し て ハ ウ ジ ン グ １ ４
内 に 支 持 さ れ て お り 、 軸 線 Ｏ を 中 心 に 回 転 自 在 と さ れ 、 か つ 軸 線 Ｏ 方 向 の 変 位 が 阻 止 さ れ
て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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